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         ＮＰＯ法人 赤煉瓦倶楽部舞鶴  会  報 

発行人／理事長 馬 場 英 男 

〒625-0036 舞鶴市浜247番地 （3階） 

TEL/090-3281-7539 FAX/0773-63-9764 

Ｅ-mail  brick＠iris.eonet.ne.jp 

        

特定非営利活動法人 赤煉瓦倶楽部舞鶴 

        

  会報99号 平成29年1月1日 

「ＮＰＯ法人赤煉瓦倶楽部舞鶴」ホームページ   http://www.redbrick.jp/ 

フェイスブックページ https://www.facebook.com/赤煉瓦倶楽部舞鶴-1575484726053495/?fref=ts 

初  春 （本年もどうか宜しくお願いします） 

1．「日本イコモス賞２０１６」を受賞                        事 務 局 

12月10日、独立行政法人国立文化財機構 東京文化財研究所で開催された日本イコモス国内委員会(西村幸夫委員長)の2016年次総会で「日

本イコモス賞」選考が承認され、当法人と舞鶴市が栄えある賞を受賞した。 

ICOMOS(イコモス)は、1965 年に設立された国際 NGO で、加盟各国(110 か国を数える)の文化遺産保存分野の第一線の専門家や専門団体に

よって構成されている。ユネスコをはじめとする国際機関と密接な関係を保ちながら、文化遺産保存の理論、方法論、科学技術の研究・応

用、およびユネスコの世界遺産条約に関しては、諮問機関として、登録の審査、モニタリングの活動等を行っている。日本イコモス国内委

員会(1979年発足)は、日本国内のICOMOS会員が組織する団体で、これらの目的を果たすための国際ネットワークの日本における拠点として

活動している。 

今回受賞した「日本イコモス賞」は、文化遺産の保存活用理念、保存活用活動、保存活用プロジェクトの前進に貢献し優れた業績をあげ

た者に授与されるものである。 

2016 年は、西藤清秀氏「シリアの文化財保存調査研究」及び、特定非営利活動法人赤煉瓦倶楽部舞鶴・舞鶴市「赤煉瓦を活かした一連の

まちづくり」の二件であった。 

また、日本イコモス奨励賞は2016年の該当者は無かったが、若手研究者の育成と研究の奨励を目的として、文化遺産の保存活用理念、保

存活用活動、保存活用プロジェクトの前進に優れた業績をあげたおおむね45歳未満の者に授与されるものである。 

ちなみに、昨年11月に開催した「赤煉瓦ネットワーク舞鶴大会」の基調講演をお願いした京都工芸繊維大学大学院特任教授の田原幸夫さ

んは、第一回イコモス賞を受賞されているが、栄誉ある同賞の受賞を会員の皆様に報告できる喜びを感じている。 

   

   西村委員長より当法人馬場理事長受賞      舞鶴市長代理(飯尾市民環境部長)受賞       左より西村幸夫委員長、飯尾部長、馬場理事長、 

                                                  西藤氏代理、小野昭イコモス賞選考委員長 

２． 特 集『赤煉瓦に触れるドイツ７日間の旅』報告 その2   理事長 馬場 英男 (会員番号No.8) 

今号では、ドイツの町並み探訪を報告する。 

3日目の10月3日(月)、ロストック市に向かう道中、世界遺産に登録されたリューベックを訪ねた。 

同行した河原さんの見学希望を叶えたルート変更だったが、今になって思うのは、もう少し見学時間をかけるべきであったと。それほど

見どころの多い魅力的な街並みであった。リューベックは、ドイツ連邦共和国のシューレースヴィヒ=ホルスタイン州に属する都市で、バル

ト海、トラヴェ川沿岸に面する北ドイツを代表する港湾都市である。かつては北海・バルト海交易で一時独占的な地位を築いたハンザ同盟

の盟主として繁栄したが、近世に至りハンザ同盟の衰退とともにリューベックも衰退していった。現在は、面積214.14平方km、人口は216,253

人(2015 年)の都市で、世界遺産のお蔭か人口は増加傾向にあるようだ。トラヴェ川とトラヴェ運河に囲まれた島にある旧市街地が、世界遺

産に登録され多くの観光客で賑わっているという。 

 バスを降り最初に訪れたのが、リューベックのシンボル「ホルスタイン門」。二つのとんがり屋根の門で50マルク紙幣のデザインにも使

われていたそうだが、ユーロに替わって今は使われていない。門の上部に書かれているラテン語は、「内に結束を、外に平和を」という意

味との事である。15世紀後半に町の防衛のため建てられた厚さ3.5mという頑丈な門のため、あまりの重さに一部が沈下してよく見ると全体
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が傾いている。塔の内部は市の歴史博物館になっているようであるが、スルーして旧市街地に向かうことにした。 

   

ホルスタイン門               「内に結束を、外に平和を」         旧市街地に通じる橋上で記念写真 

 橋を渡り旧市街地に入ると、目に入る建物すべてが煉瓦建物で圧倒される。ハンザ同盟時代の繁栄ぶりが色濃く残る街を歩くことにする。

以下、写真のみにて紹介する。準備・勉強不足で建物の詳しい紹介はお許し願いたい。 

   

   

デザインされた橋脚が目を引く             川辺の町並み                 もっとも古い煉瓦倉庫とか 

   

建物外観保存で改修禁止のため路上駐車が許されている      石張りの車道            白ペンキで塗装された煉瓦建物も多い 

   

オシャレな二連バス           リューベック市庁舎前広場で市が開かれる        市庁舎一階 アールデコ調 
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   セグウェイに乗った観光客が通り過ぎる              リューベック観光を終え大型バスに乗車、ロストックに向かう 

２つ目の目的地ロストックのホテル「ペンタホテル ロストック」に午後５時半に到着する。一時間の休憩の後ロストック港に面したレストランで魚介類た

っぷりの夕食を摂り、スーパーに立ち寄りワイン、チョコレートなど土産を買いホテルに戻る。 

    

ロストック市街地を走る路面電車     ロストックビール       ニシンたっぷりの料理       レストラン「ＺＵＲ ＫＯＧＧＥ」 

４日目の１０月４日（火）、ロストック市庁舎を訪問し、多々見舞鶴市長からのロストック市長への親書を渡す公式行事が午前11時から

と前日の調整であわただしく決まったため、それまで市内観光をすることに。 

    

ロストック市美術館訪問        ﾖﾊﾈｽ･ｸﾝﾁｪ総裁らと(右から３人目)    市庁舎前 のﾉｲｱ ･ーﾏﾙｸﾄ広場     ロストック市庁舎(ピンク色) 

午前１１時前に市庁舎に入る。我々に同行したのは、ロストック市独日協会のヨハネス・クンチェ総裁と日本から５人のアーティストと

共に先にロストック入りしていた認定NPO法人京都藝際交流協会の松原知子アートディレクターである。両名には事前に市との面談の調整

をお願いしていた。ほどなく、二階の会議室に案内された。笑顔で現れたのはミハイル・セリングさんで、急遽ベルギーに出張のため不在

の市長代理として応対してくれたのである。2012年にローランド・メスリングロストック市長と共に舞鶴市長を表敬訪問されたこともあり、

現在は市の文化事業局、記念物・建築物保護、ロストック市美術館を所掌している市長に信頼されている方であることは承知していた。さ

っそく、双方の挨拶のあと、親書を渡す事ができた。ハンブルグに到着時に、迎えてくれたクンチェ総裁からローランド市長が出張のため

会えなくなったと聞かされ、愕然としていただけに、役目を終えほっとした瞬間であった。その際にローランド市長から私へのプレゼント

のネクタイは、ローランド市長が勝負時に必ず締めるというネクタイとかで、記念の品として大事にしている。2012年にローランド市長が

舞鶴市を訪問したのは、姉妹都市を標榜してのことであった。ロストック市はすでに１１か国もの都市と姉妹都市締結を果たし世界の都市

との友好関係を築くのをステータスとしているとも受け止められるが、共通する港町の京都の舞鶴市と友好関係を熱望しているのである。

2008年に当法人が「アートレインボープロジェクト」に参加し、12名のロストック市のアーティストを舞鶴の赤煉瓦に招待し、アーティス

トレジデンスを展開したのが交流の始まりで、以後、ジャズメンの相互招待などの交流を継続しているのである。 

   

市長室横の会議室で面談           多々見良三舞鶴市長からの親書手渡し            関係者記念撮影 
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 公式行事の後、話が弾み２時間近くの懇談の後、舞鶴での再会を誓いお別れし、港に面した昼食場所に向かった。昼食と言ってもボリュ

ームのある肉料理にデザートとドイツ人の胃袋に併せた食事で、日本人には完食には程遠い状態。食後、向かったのは、バルト海に面した

ヴァールミュンデ、世界一との声が高い帆船パレード(ハンザ・セール)が行われる百万人の観光客を集める港街である。 

    

展望塔をバックに       ヴェノア川沿いのヨットハーバー     船上から食べ物を販売         海水浴場＆日光浴場 

こうして、北ドイツの10月は昼でも７～8℃と寒く、早々とロストックの観光を終えホテルに向かった。翌日はベルリンに早朝から出かけ

る。ベルリン近郊のホフマン窯視察については前号で触れたが、ベルリン市内の見学は次号で触れる。 

３．  「ホフマン不満！」                    理事 小野 章(会員No.9) 

 ホフマン窯を開発したことで知られるフリードリッヒ・ホフマン（Friedrich Hoffmann）は、泉下で不満ではないか。というのも、ずいぶん多くの

日本のネットの記事などで末尾のＮを一つにしてもらっているから。どうもこれは日本語版ウィキペディアの「ホフマン窯」の項の影響が大き

いようだ。というのも、このページの解説文の中で、Hoffman としているからだ。ずいぶん多くの記事がこのページを参照しているようで、

わざわざＮ一つの間違ったローマ字綴りを付け加えている。私自身もずいぶんネット上の綴りの過ちを訂正するようお願いしたのだが、まだ

だいぶ残っている。ウィキペディア「ホフマン窯」の記事を修正しようとするが、どうも原作者のロックがかかっており直らない。それで今後も

Ｎ一つのホフマン綴りが再生産される見通しである。どうかこの文を読む皆様も（モグラたたきの様ではあるが）Ｎ一つのホフマンを見かけら

れたらＮ二つに訂正されるようにご協力をお願いしたい。 
 このウィキペディアのページでは、更に間違った部分がある。「銀座煉瓦街建設の際、お雇い外国人トーマス・ウォートルスが小菅の東京集治

監にホフマン窯３基を設け・・・」とあるのは明白な間違いである。銀座煉瓦街建設の総監督に任命されたウォートルスは、明治６年に小菅県庁跡

に所在した民間煉瓦会社「盛煉社」の敷地にホフマン窯３基を建設し、銀座煉瓦街に要する大量の煉瓦生産を可能とした。しかし１０年に銀座煉瓦

街が完成し需要が急減、会社は経営不振になった。折よく１１年に西南戦争が終息し、内務省は多数の捕虜を収容しかつ労働させるため、この煉

瓦会社を買い取り小菅監獄署（１２年東京集治監と改称）とした、というのが事実である。この間違った記述によって、「銀座煉瓦街の煉瓦は集治

監の囚人たちが強制労働で製造したものである」との誤解が流布している。 

どうかこの項の作者におかれては、また、技術的に明るい方には、上記の２点について直ちに修正されるようお願いしたい。 

 壮年期の写真       晩年期の写真 

フリードリッヒ・ホフマン（Friedrich Hoffmann） 

４．そ の 他                                        事 務 局 

編集後記  一年を振り返りますと、予定していた事業を理事・会員のご協力で無事終える事ができました。感謝申し上げます。市外の近代 

化遺産視察や市内の赤煉瓦建造物見学会および赤煉瓦ネットワーク大会等への会員の参加をより期待する一年でもありました。 

本年９月には、「赤煉瓦を活かしたまちづくり」のメイン事業として1991年から20年間開催した実績をまとめた冊子「舞鶴赤煉瓦ジ

ャズ祭20年のあゆみ」を発刊することが出来ました。今後、この冊子を活用し、次代を担う人々にまちづくりの実践事例として伝えたい

と考えています。また、28年間の活動が評価された「日本イコモス賞2016」の受賞を年初に報告できたのは幸いでした。 

本年も、当法人の目的・趣旨に沿った事業を実施して参りたいと考えていますので会員の皆様のご協力を宜しくお願いします。 

  本年が皆様にとり良き年でありますよう、また益々のご健康とご活躍をご祈念申し上げます。（ｈ．ｂ） 

 

会 員 資 格： 会費納入者（特別会員は除く）。入会金1,000円、年会費（個人2,000円、法人10,000円）。   

なお、会員申込用紙は、ホームページからダウンロードできます。  ご寄附も受け付けます。 

会費・寄付金等 振込先： ゆうちょ銀行 口座番号 (01010-6-21476)   加入者名：赤煉瓦倶楽部舞鶴 
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